
●九条の会よびかけ人の皆さん

●九条の会世話人の
　皆さん

みやぎ憲法九条の会
共同代表

今田　隆一 （医師）
佐久間敬子 （弁護士）
芳賀　唯史 
　（元・宮城県生協連会長理事）

布田　秀治 （牧師）

　人間らしく生きるために大事なこと、それは「自由」と「平等」です。
　私たちは個人として尊重され、幸福を追求する権利を持ち、思うことを言い、自分が信じ
るところに従って生きていくことができます。(憲法13条 )
　すべての人間は、どんな理由でも差別されることなく平等でなければなりません。(憲法14条)
　そしてこれらを奪う最たるものが戦争です。国家の名の下に。
　今、自民党政権は「専守防衛」を投げ捨て、先制攻撃も辞さないとする日米の軍事一体化
をすすめ、有事の際には自衛隊は米軍の指揮下で活動することが想定されています。それら
を合法化するため憲法９条に自衛隊を書きこむとする改憲も企てられています。
　さらに、抑止力の強化と強弁し、軍拡を進め、軍事費もこれまでの２倍、2027年度まで
にGDPの２％まで引き上げるとしています。
　戦後日本は「戦争はしない」と憲法に定め、近隣諸国に「安心」を供与してきました。東
アジアのひいては世界の平和と安寧のために、日本が非戦の国であり続けることは重要です。
　国のあり方を決めるのは私たち主権者です。　
　これからも非戦の国であり続けるよう、９条の旗の下に、広く手をつないで参りましょう。

非戦の国への決意新たに !

　大江健三郎さんら日本の良心を代表する９人の呼びかけにより発足した「九条の会」は、今年、20年を迎えました。
この呼びかけに応えて2006年に「みやぎ憲法九条の会」が発足したのをはじめ、現在まで県内各地に130を超える「九
条の会」が発足し、地域、職場、学園、グループへと広がりました。そうした活動が９条改憲を許さない大きな力になっ
てきました。ぜひ、あなたも、お近くの九条の会へご参加下さい。

「九条の会」は発足から20年、草の根からの声を結集して。
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早稲田大教授、憲法学 早稲田大名誉教授、
労働法

名古屋大名誉教授、
宇宙物理学

ドイツ文学翻訳家

ジャーナリスト 弁護士・伊藤塾塾長 経済評論家 日本体育大教授、
憲法学

人道支援者 琉球大名誉教授、
憲法学

法政大名誉教授、
江戸文化研究家

一橋大名誉教授、
憲法研究者

例年の「憲法９条を守り生かす宮城のつどい」は皆さまからの賛同金とカンパにより開催しております。
お支えいただければ幸いです。
●賛同金　個人 500円(一口)  団体 3,000円(一口)　●郵便振替  02260  8  89149　●加入者  みやぎ憲法九条の会


